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２径間連続 PC中空床版ラーメン橋の提案 
１． はじめに 
 
   近年、公共事業において建設コストの縮減及び省力化等が求められており、こうした社

会ニーズに応えるため、支承、伸縮継手装置、落橋防止装置などが省略でき、初期建設コ

スト、維持管理コストの削減ができ、走行性がよく、振動・騒音が少なく、耐震性能の優

れた構造形式であるポータルラーメン形式を取り入れた上下部一体構造の PC２径間連続
中空床版ラーメン橋を提案し、発注者による元請けコンサルタントの設計業務評価の向上

を図った。 
 
 
２．パース図 
 
 

 
 
 
 
 
 





 
４．提案経過 
 
    当初は、弊社としてもシンプルな構造形式の橋梁を提案いたしましたが、お客様より

“もっとコスト縮減効果の高い構造物がないだろうか”との御相談を受け、橋梁形式に

ついては、ポータルラーメン橋を提案いたしました。 
    当橋梁提案について、担当者との設計協議の場において、構造形式が従来の構造と違

うため、監督上の懸念をもたれましたが、支承、伸縮、落橋防止等各装置を省けるため

初期コスト、維持管理コスト削減及びラーメン構造による基礎への負担が少なく杭が減

少する等経済効果良なる構造形式である旨の比較説明により採用案となりました。 
              

 
 ４．１ 提案概要図      
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５．終わりに 
 
   自然環境及び社会基盤の整備に向け公共事業が実施されていますが、ライフサイクルコ

ストの低減に対する評価が高くなっております。 
今後とも、初期建設コスト、維持管理コストの削減及び地域環境に適合した構造物の企

画、提案により、お客様の業務評価のなお一層の向上のお手伝いできることを目標とし日々

研鑽努力いたしてまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
６．実施参考資料 

 
①．実施例写真 単径間施工例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



②．実施例写真 多径間連続施工例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③．実施例  構造概要－ポストテンション方式ＰＲＣ２径間連続ラーメン箱桁橋 
          プレストレストコンクリート技術協会シンポジュウム論文集より 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
  主桁と橋台および主桁と橋脚たて壁を隅角部で剛結した２径間連続ラーメン構造で、 
  橋台背面から常に土圧力が作用する構造である。 
   主桁の橋軸方向及び橋軸直角方向は、ＰＣ鋼材と鉄筋により補強されたＰＲＣ構

造で提案された橋梁である。 
    

 




